
食農連携による地域経済の活性化に向けて

コーディネーターが目指す
　食料産業クラスターの本質
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『地域ブランド』

地域ブランド チームマーチャンダイジング
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チームマーチャンダイジング

構造的なミスマッチ

コア・コンピタンス

国・自治体
（農政）

農業機械
農業施設

大 学
研究機関

食品加工
機 械

食品加工
食品製造

農産物
生産

中食・外食

観光産業

小 売流 通種苗・育種

肥料・飼料 農産物加工

直売所
道の駅 ＩＴ産業

フードシステムの経済主体の関係（概略図）

運輸・輸送

ネット販売
通信販売

国・自治体
（商工）

金 融 商 社

フードシステムの経済主体の関係（概略図）

構造的なミスマッチ コア・コンピタンス
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バリューチェーン

バリューチェーン（価値連鎖）

サプライチェーン（供給連鎖）

紀州南紅梅の産業クラスター概略図

企業戦略及び
競争環境

関連・支援組織
（産業）

投入資源条件 需要条件

◆紀州産梅の地域ブランド
◆青梅出荷，白干し梅加工の両方に
適した南高梅の産地
◆古くから梅の産地化と栽培技術・
知識，それを有する人材の蓄積
◆梅栽培に適した気候と土壌
◆国内一の梅栽培面積と収量及び単
位面積当たり収量
◆古くから梅専門問屋や業者が存在
しており，農家との繋がりも深い
◆梅栽培を支援する行政のインフラ
整備

◆330社の二次加工メーカーによる競争
◆新規参入の増加
◆国内他産地や輸入原料の拡大

◆日本人特有の梅干し需要
◆調味梅干しの開発
◆量販店による川下主導型の流通形態
◆健康食品ブームによる減塩
◆消費者の安全の「安全・安心」を求める
トレンド

◆JA紀南，JAみなべいなみを中心とした農協
組織
◆仲買人による原料供給と仲買人組合
◆二次加工メーカーによる梅干組合
◆包材・調味料業者や養蜂業者
◆大学・研究機関との連携

紀州南紅梅の産業クラスター概略図
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コーディネーター

コーディネーター

紀州南紅梅と作業風景


